住民意識調査の分析における課題の顕在化について : 愛知県武豊町を事例として by 林 加代子 & Kayoko HAYASHI
住民意識調査の分析における課題の顕在化について 
―愛知県武豊町を事例として― 
On the visualization of issues in the analysis of residents attitude survey
-Taketoyo, Aichi Prefecture, as a case study - 





第 1 段階では 3 項目以上の視点からの定量的分析、第 2 段階では第 1 段階での結果を元に自由記述のテキス












































ら平成 26 年度の 12 年間で、人口が 4.6％増加して
いるにもかかわらず、排出量は 23.6％減、一人一日
あたり排出量は 27.0％減２となっている。一人一日















































































（１） 選択（選択 18 問） 
（２） 今後の実施継続に関する意識（選択） 
























































































第 1 段階の分析（図 1）では、家庭内でいつもご
みを出す人、たまに出す人、いつも家族が出す人が
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（図１）   
 





























の中で単身家庭は 32件で全体の 7％である（図 2）。
その中でアパートに住んでいるのは 11 件、さらに












        （図 2）       （図 3） 
 
 ところが、単身家庭で戸建てに住んでいるのが 19
件となっており（図 3）、この 19 件のうち全てが 60
～64歳代、65～74歳代、75歳以上の高齢者である。
この 19 件の中では自由記述は少ないものの、「分別 
が分からない」「ごみの集積所が遠いので、回収に来
てほしい」という記載がある。 
 また、戸建てで 2 人住まい、回答者が 60 歳以上
の場合も高齢者のみの世帯と考えられる。この場合
も戸建てで 2 人住まい 53 件中、42 件が該当する。
高齢者のみで戸建てに住んでいる世帯は回答数 476







































































（図 4 いつも自分が出す） 
 


















（図 5 たまに自分が出す）  











































































































































１ 「武豊町ごみ処理基本計画（案）平成 27 年度～
36 年度」2015 年 7 月、武豊町、ｐ1 
２ 同上、ｐ19 




４ 「武豊町ごみ処理基本計画（案）平成 27 年度～
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